
研究分担者

研究協力者

10 ●令和 3年度 厚生労働科学研究費補助金エイズ対策政策研究事業

研究要旨
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エイズ予防指針に基づく施策の評価と
課題抽出に関する研究2

各分野（青少年・MSM、陽性者、予防啓発、検査、臨床、倫理、行政など）の専門家から構
成される委員会において各種施策検討、効果評価、進捗状況把握と課題抽出を行い、次回改
定に資する。

研究目的
次回の指針改正に向けて、HIV 陽性者を取り巻く

課題ごとに平成 30 年改正エイズ予防指針に基づく
各種施策の検討を行い、その効果を評価し、進捗状
況の把握と課題抽出を行う。

研究方法
初年度は平成 30 年改定エイズ予防指針と施策と

の繋がり、ガイドライン等の策定状況について、各
分野（青少年・MSM、陽性者、予防啓発、検査、臨床、
倫理、行政など）の専門家から構成される委員会で
評価する。必要に応じて関連の研究班のご専門の先
生方にもご参加いただきご意見を盛り込む。
（倫理面への配慮）

調査研究等においては患者の個人情報の取り扱い
には十分留意をし、「人を対象とする生命科学・医
学系研究に関する倫理指針」を遵守する。

東京医科大学医学倫理審査委員会 T2021-0236

研究結果
第 1 回検討会 令和 3(2021) 年 8 月 25 日開催
現行の平成 30 年改正エイズ予防指針の各章、項

目についてヒアリング用シートを用いて各専門家の
声を集めた。
U=U 前文に「U=U」も明記すべき、陽性者

視点での必要性
PrEP 実際の利用状況・使用上の注意、承認

に向けた動き

郵送検査 実際の利用状況、コロナ禍における検
査のバリエーション増の必要性

検査→治療 制度上の課題、全員治療の必要性
診療拒否 他科診療の課題、医療者への教育
スティグマ 指針における記述の改善（例：「配慮」

では表現が弱い）
NGO 支援 NGO 活動の減少・縮小の傾向、連携相

手であると同時に支援の必要性
保健所支援 コロナ禍における保健所の限界
学校教育 若者の多様性、LGBT 教育とエイズ教

育の不均衡、いじめ問題
などのトピックについての意見が出された。

第 2 回検討会 令和 3(2021) 年 12 月 15 日　「前文」
と「第六　人権の尊重」についての議論を行った。
樽井正義先生にご参加いただきご意見をいただいた。
＜呼称（ネーミング）について＞
●感染者及び患者　→　陽性者にすべきである。『感

染者及び患者（以下「HIV 陽性者という。」）』と
いう表現の一案も出された。

●薬物乱用・依存者　→　薬物使用者にすべきである。
●個別施策層　→　ふさわしい呼称があるか？　客

体ではなく主体としての位置づけ、国際的スタン
ダードの「Key Population」との照合（概念の再
考の他、トランスジェンダー、受刑者は日本の予
防指針には含まれていない等も）といった観点も
挙げられた。
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＜数値目標について＞
● 95-95-95 といった数値目標について、言及するか

どうか。
●数値目標を設定する際に、誰が達成する主体なの

か、誰が評価する主体なのか、といった観点も必
要であり、少々慎重に考えたほうが良い、という
意見が出た。

●各章に目標設定の記述を入れるのではなく、「第
七　施策の評価及び関係機関との連携」の章で、
まとめたらどうか？という意見が出た。

＜U=Uについて＞
前文に U=U を追記する必要がある。
＜早期診断について＞
早期診断できるかどうかで ADL や社会復帰などの
予後が大きく異なることを追記する必要がある。
＜HIV 陽性者の生活・課題について＞
●医療面での課題（治療、長期療養等）に偏ってい

るように見受けられる。
●社会面での課題（例：就学・就労や地域での社会

活動・社会参加の権利の保障）にも焦点を当てる
べきである、という意見が多く出た。

＜公衆衛生における人権について＞
●公衆衛生・感染症対策における人権の尊重につい

ての記述を入れることが望ましい、という意見が
出た（具体的な記述の案として、「差別・スティ
グマ対策など人権の尊重・擁護が公衆衛生向上・
感染症対策にとって不可欠である」「人権課題が
感染対策の主たる阻害要因である」等。）。

＜エイズ予防指針の委員構成について＞
●当事者である陽性者の参加が必須である、という

意見が出た。

第 3 回検討会は令和 4(2022) 年 3 月 2 日に予定し
ており、「発生の予防及びまん延の防止」のうち『基
本的考え方』と『普及啓発及び教育』についての議
論を予定している。

「治療開始を急ぐべき HIV 感染症患者に対する抗
HIV 療法開始までの期間に関する調査」の質問票（資
料 1）を全国 379 拠点病院の HIV 診療ご担当先生あ
てに送付し、ウェブからの回答を依頼した。

考　察
初年度としては、各分野の専門家と他の研究班の

ご専門の先生のご意見をもとに現状に即したエイズ
予防指針の検討を行うことができた。次年度は「発
生の予防及びまん延の防止」のうち『検査・相談体制』
などについての議論を予定している。新型コロナウ
イルスの影響により HIV 検査をはじめとした事業が

影響を受けた。検査については通常検査休止時の代
替としての郵送検査の活用、普及啓発・研修・講習
会などについては接触や密をさけるためのオンライ
ンの活用などについて議論の必要がある。

結　論
次年度も引き続き専門家の声を反映させた検討を

行っていく。

健康危険情報
該当なし
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回日本エイズ学会学術集会・総会、グランドプリ
ンスホテル高輪、2021 年 11 月

知的財産権の出願・取得状況　（予定を含む） 
該当なし
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